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概算要求・重点要望特集2025年度

東北の社会資本整備の推進に尽力します

防災・減災、強靱化を継続
安全・安心の確保へ

工事名称
発 注 者
施 工 者
工事場所
工 期

扇町一丁目公園調整池建設工事（土木）
仙台市建設局
深松組・髙工・丸鹿共同企業体
仙台市宮城野区扇町1-4地内（扇町一丁目公園）
2023年3月20日～25年10月31日

　コンクリート製の耐震性ボックス型雨水貯留槽施設
「新ボックス型アグア」は、施設の両サイドに連続的に
配置する端部用ボックスカルバート、一つ置きに配置
する中間部用ボックスカルバート、頂版スラブ、場所
打ち端部壁で構成され、石母田知己監理技術者は
「ボックス据付、頂版据付などの工程を踏まえ、綿密な
搬入計画を作成した上で作業を進めている」と話す。
　据え付けに当たっては、当初、クレーンでボックスを
降ろし、フォークリフトで配置する計画だったが、雨が降るたびに重量があるフォー
クリフトを地上に戻さなければならない作業が生じる。このため、ボックスカルバー
ト（重量10.8ｔ、2,100mm × 2,200mm）の設置には、空気の力で楽に横移動で
きるエアーキャスター工法を採用し、作業の効率化を図った。
　同工法は、空気圧縮機からエアーホースで正方形の台車に圧縮空気を送り込み、
空気圧を利用して重量物を浮上させ搬送するシステム。現場に搬入されたボック
スをクレーンで約3.5m下の地盤にあるエアーキャスター上に降ろし、所定の位置
に移動させる。移動中の摩擦抵抗がほとんどないことから、人力による移動も可

能で、今回の現場ではエアーキャスター４枚１
セットを使用した。さらに、移動に当たり滑り
をよくするため、ガルバニウム鋼板を敷いた
ほか、ボックスのコントロール用に使用して
いるミニバックホウの排土板とバケットに製
品に傷を付けないようゴムを装着させるな
ど、きめ細かな対応を行った。

雨水貯留施設ボックスカルバートの設置が完了扇町一丁目公園調整池建設工事（土木）

深松組・髙工・丸鹿共同企業体　扇町一丁目公園事務所

本体築造工
地盤改良工
本 体 土 工
本体仮設工

調整池（地下貯留施設）　Ｖ＝11,100㎥　コンクリート二次製品
深層混合処理工（機械攪拌工法）Ｎ＝1,180本、高圧噴射攪拌工（単管工法）Ｎ＝419本
床堀　Ｖ＝33,700㎥（＋吹上り土4,200㎥）、埋戻し　Ｖ＝15,280㎥
鋼矢板Ⅲ型　Ｌ＝8.0ｍ、Ｎ＝1,050枚

仙台市宮城野区扇町1-4（扇町一丁目公園地内）　監理技術者　石母田　知己　　現場代理人　佐々木　悠里花

新ボックス型アグアの据え付けにエアーキャスター工法採用

工事概要

・本体付帯工一式  ・分水特殊人孔工一式  ・場内管路工一式  ・分水特殊人孔工一式  ・場内付帯工一式  ・仮設工一式

　仙台市の扇町一丁目公園で、激甚化する豪雨
災害等に備えた地下調整池の整備が進む。この
調整池の土木工事は、深松組・髙工・丸鹿共同
企業体が担当。2023年3月に着工し、本年10
月にはコンクリート製の耐震性ボックス型雨水貯
留施設「新ボックス型アグア」の設置が完了した。
　仙台市宮城野区日の出町1丁目周辺は、従来
から大雨時の冠水被害に悩まされてきたエリア
の一つだ。そこで仙台市は、同地区の雨水排水
施設の能力不足への対策として、雨水を貯留す
る施設の整備などを行う「日の出町一丁目地区
大規模雨水処理施設整備事業計画」を策定。こ
のうち、雨水を一時的に地下に貯める「扇町一丁
目公園調整池」の建設工事（土木）を23年３月に
スタートさせた。

　最大貯留量は大雨に対応可能な11,100㎥。
貯めた雨水は晴れた日に既設管へ少しずつ排出
し、次の豪雨に備えて空となる。
　地下貯留施設の整備に当たっては、使用頻度
が高いプラスチック製のものでは地下水位が高
いため隆起し、空洞ができてしまうといった理由
からコンクリート製の耐震性ボックス型雨水貯留
施設「新ボックス型アグア」を採用。掘削した地
下へボックスカルバートを約10,000㎡の敷地に
414基据え付けし頂版589枚を被せるとともに、
コンクリートで底版と端の壁を現場打ちし、貯留
空間を構成させる。今後は、土の埋め戻し、公
園の復旧と進め、25年10月31日の完了を目指
す。

田 村 道 雄



１１

25
年
度
当
初
予
算
の
概
算
要
求

強
靱
化
、
物
価
高
騰
分
は
事
項
要
求

1818
・
１
％
増
の
７
兆
円

・
１
％
増
の
７
兆
円

国土交通省国土交通省国
交
省
の
概
算
要
求
は
、「
国

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
」「
持

続
的
な
経
済
成
長
の
実
現
」「
個

性
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
と

分
散
型
国
づ
く
り
」
の
３
本
柱

で
構
成
。
政
府
の
概
算
要
求
基

準
で
は
、
24
年
度
の
当
初
予
算

と
比
べ
、
20
㌫
を
上
限
に
要
求

す
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
こ

の
基
準
を
踏
ま
え
て
要
求
額
を

　

経
済
産
業
省
の
25
年
度
概
算

要
求
を
見
る
と
、
総
計
で
２
兆

３
５
９
６
億
円
を
求
め
た
。
内

訳
は
一
般
会
計
４
４
１
５
億

円
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会

計
７
８
１
８
億
円
、
同
会
計
の

別
枠
で
Ｇ
Ｘ
推
進
対
策
に
９
８

１
８
億
円
な
ど
。
半
導
体
や
Ａ

Ｉ
へ
の
重
点
的
な
投
資
支
援

と
、
福
島
復
興
の
着
実
な
実
施

な
ど
に
向
け
た
経
済
産
業
政
策

に
関
し
て
は
事
項
要
求
を
行
う
。

Ｇ
Ｘ
投
資
の
推
進
に
は
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
促
進
・
需
要

構
造
転
換
支
援
事
業
１
７
４
３

億
円
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
へ

の
更
新
を
促
す
補
助
金
に
３
５

０
億
円
を
求
め
る
。
脱
炭
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
へ
、
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
導
入
支

援
に
１
０
１
億
円
、
系
統
用
蓄

電
池
な
ど
電
力
貯
蔵
シ
ス
テ
ム

導
入
支
援
に
３
１
０
億
円
の
ほ

か
、
洋
上
風
力
発
電
の
採
算
性

分
析
の
基
礎
調
査
に
96
億
円
を

算
出
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
要
求
に
加
え
、
事

業
の
項
目
だ
け
を
明
示
し
、
要

求
額
を
示
さ
な
い
事
項
要
求
も

行
う
。
事
項
要
求
は
、
年
末
の

25
年
度
当
初
予
算
案
の
閣
議
決

定
ま
で
に
予
算
額
を
決
め
る

か
、
当
初
予
算
と
一
体
で
編
成

さ
れ
る
補
正
予
算
に
計
上
す
る

の
が
例
年
の
流
れ
だ
。

付
け
る
。

　

半
導
体
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

強
靱
化
に
向
け
た
支
援
や
、
工

業
用
水
な
ど
基
盤
イ
ン
フ
ラ
の

有
効
活
用
と
整
備
・
強
靱
化
お

よ
び
産
業
用
地
の
有
効
活
用
と

整
備
・
集
積
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
は
、
工
業
用
水
道
事

業
費
40
億
円
を
要
求
し
た
ほ

　

今
回
も
、24
年
度
に
続
き「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た

め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
の

事
業
費
を
事
項
要
求
と
し
た
。

21
年
度
に
始
ま
っ
た
５
か
年
加

速
化
対
策
は
25
年
度
が
最
終
年

度
に
な
る
。
５
か
年
加
速
化
対

策
の
後
継
と
な
る
実
施
中
期
計

画
は
、
６
月
に
閣
議
決
定
し
た

　

農
林
水
産
省
が
ま
と
め
た
25

年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
よ
る

と
、
同
省
の
公
共
事
業
費
の
要

求
額
は
24
年
度
当
初
予
算
と
比

べ
18
・
１
％
増
の
８
２
５
０
億

円
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
農

業
農
村
整
備
に
最
大
の
３
９
５

２
億
円
の
確
保
を
求
め
て
お

り
、
農
地
の
大
区
画
化
、
水
田

の
汎
用
（
は
ん
よ
う
）
化
・
畑

骨
太
の
方
針
で
24
年
度
の
早
期

に
策
定
に
着
手
す
る
と
し
て
お

り
、
今
回
の
予
算
編
成
に
計
画

を
反
映
し
な
い
見
通
し
が
高
い
。

　

資
材
価
格
対
策
は
「
足
元
の

価
格
上
昇
分
は
通
常
の
要
求
額

に
盛
り
込
ん
で
い
る
」（
大
臣

官
房
会
計
課
）と
し
て
い
る
が
、

事
項
要
求
と
し
て
予
算
編
成
の

過
程
で
上
乗
せ
を
検
討
す
る
。

資
材
価
格
の
上
昇
分
は
24
年
度

概
算
要
求
で
も
事
項
要
求
と
し

て
お
り
、
昨
年
11
月
に
成
立
し

た
23
年
度
補
正
予
算
に
「
国
土

強
靱
化
緊
急
対
応
枠
」
と
し
て

地
化
、
た
め
池
の
防
災
・
減
災

対
策
な
ど
を
推
進
す
る
と
し
た
。

　

要
求
額
の
内
訳
は
▽
農
業
農

村
整
備
３
９
５
２
億
円
▽
治
山

７
４
１
億
円
▽
森
林
整
備
１
４

３
０
０
０
億
円
を
計
上
。
公
共

事
業
費
の
資
材
価
格
上
昇
分
な

ど
に
費
用
を
充
て
た
。

　

公
共
事
業
関
係
の
主
な
要
求

で
は
「
流
域
治
水
」
の
加
速
に

８
３
１
１
億
円
を
盛
り
込
ん

だ
。
気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨
の

激
甚
化
・
頻
発
化
に
よ
っ
て
外

力
が
増
加
し
、
整
備
目
標
と
実

際
の
整
備
レ
ベ
ル
と
の
差
が
広

が
っ
て
お
り
、
河
川
整
備
基
本

方
針
や
河
川
整
備
計
画
を
見
直

し
て
「
流
域
治
水
２
・
０
」
へ

と
対
策
を
加
速
さ
せ
る
。

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
に

は
９
３
２
７
億
円
を
要
求
。
イ

ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
（
行
動

計
画
）
に
基
づ
き
、
予
防
保
全

へ
の
本
格
的
な
転
換
、新
技
術
・

官
民
連
携
手
法
の
普
及
促
進
、

イ
ン
フ
ラ
の
集
約
・
再
編
を
進

め
る
。「
地
域
イ
ン
フ
ラ
群
再

生
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
推

進
す
る
た
め
モ
デ
ル
地
域
で
の

取
り
組
み
を
全
国
に
展
開
す
る
。

　

地
方
自
治
体
に
対
す
る
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
は
６

０
８
９
億
円
、
防
災
・
安
全
交

付
金
に
は
１
兆
０
４
０
５
億
円

を
要
求
す
る
。

　

建
設
業
関
連
で
は
、
６
月
に

成
立
し
た
改
正
建
設
業
法
の
実

効
性
を
確
保
す
る
た
め
、「
建

設
Ｇ
メ
ン
」
に
よ
る
効
果
的
な

　

国
土
交
通
省
は
、
一
般
会
計
へ
の
要
求
額
を
７
兆
０
３
３
０
億
円
と
す
る
２
０
２
５
年
度
の
概

算
要
求
を
ま
と
め
た
。
24
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
18
・
１
㌫
の
増
額
要
求
と
な
る
。
公
共
事
業
関

係
費
へ
の
要
求
額
は
18
・
９
㌫
増
の
６
兆
２
８
９
９
億
円
（
事
業
費
14
兆
６
７
７
８
億
円
）。
政

府
の
概
算
要
求
基
準
を
踏
ま
え
、
国
土
強
靱
化
、
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
に
関
す
る
経
費
は
、
要

求
額
を
示
さ
な
い
事
項
要
求
と
し
、
年
末
ま
で
の
予
算
編
成
過
程
で
検
討
す
る
。

文
部
科
学
省
は
25
年
度
当
初

予
算
の
概
算
要
求
で
、
公
立
学

校
施
設
の
整
備
費
に
前
年
度
比

１
９
９
・
６
㌫
増
の
２
０
４
８

億
円
を
要
求
し
た
。
老
朽
化
対

策
の
一
体
的
整
備
や
、
脱
炭
素

化
な
ど
を
進
め
る
。
防
災
・
減

災
・
国
土
強
靱
化
は
事
項
要
求

と
し
た
。
建
築
単
価
は
、
標
準

仕
様
の
見
直
し
や
物
価
変
動
の

反
映
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

19
・
６
㌫
増
と
し
た
。
Ｒ
Ｃ
造

の
小
中
学
校
校
舎
の
場
合
、
１

平
方
㍍
当
た
り
35
万
４
１
０
０

防
衛
省
は
、
25
年
度
予
算
の

概
算
要
求
で
、
施
設
の
強
靱
化

に
８
５
７
１
億
円
を
要
求
し
て

い
る
。
既
存
施
設
の
更
新
に
３

２
５
５
億
円
、
主
要
司
令
部
な

ど
の
地
下
化
に
９
３
２
億
円
、

全
国
６
施
設
で
の
火
薬
庫
36
棟

の
新
設
に
３
５
８
億
円
な
ど
を

求
め
る
。

　

環
境
省
の
25
年
度
概
算
要
求

を
見
る
と
、
復
興
特
別
会
計
に

２
７
４
０
億
円
、
一
般
会
計
に

１
７
３
０
億
円
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
特
別
会
計
に
２
１
８
６
億

円
（
Ｇ
Ｘ
推
進
対
策
を
除
く
）、

同
会
計
の
Ｇ
Ｘ
推
進
対
策
に
２

３
１
８
億
円
の
総
計
８
７
０
４

億
円
を
要
望
し
て
い
る
。

復
興
特
別
会
計
に
は
、
福
島

県
内
の
除
去
土
壌
等
を
30
年
以

内
に
県
外
最
終
処
分
す
る
約
束

を
果
た
す
た
め
全
力
を
注
ぐ
。

中
間
貯
蔵
施
設
の
整
備
・
管
理

運
営
お
よ
び
県
外
最
終
処
分

に
向
け
た
除
去
土
壌
の
再
生
利

用
・
理
解
醸
成
の
推
進
等
に
１

０
４
５
億
円
を
要
求
し
た
ほ

か
、
除
去
土
壌
等
の
適
正
管
理

お
よ
び
原
状
回
復
等
の
実
施
に

１
５
９
億
円
、
特
定
復
興
再
生

拠
点
区
域
の
整
備
に
必
要
な
除

染
等
の
実
施
に
１
９
９
億
円
、

特
定
帰
還
居
住
区
域
の
整
備
に

必
要
な
除
染
等
の
実
施
に
６
２

０
億
円
、
放
射
性
物
質
汚
染
廃

　

復
興
庁
の
25
年
度
概
算
要
求

は
、
総
額
で
４
８
５
５
億
円
と

な
っ
た
。
前
年
度
予
算
か
ら
１

４
９
億
円
の
増
額
を
求
め
て
い

る
。

　

原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
・

再
生
に
向
け
て
は
３
３
２
３
億

円
を
要
求
。
主
な
事
業
を
見
る

と
、
除
染
や
家
屋
等
の
解
体
を

進
め
る
特
定
復
興
再
生
拠
点
整

備
事
業
に
１
９
９
億
円
、
同
じ

か
、
産
業
用
地
整
備
の
促
進
へ

税
制
の
検
討
な
ど
に
も
取
り
組

む
。

　

福
島
復
興
に
は
６
２
９
億
円

を
要
求
。
廃
炉
・
汚
染
水
・
処

理
水
対
策
事
業
に
１
５
９
億

円
、
自
立
・
帰
還
支
援
雇
用
創

出
企
業
立
地
補
助
金
に
１
１
０

億
円
、
福
島
国
際
研
究
教
育
機

構
（
Ｆ
―
Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
関
連
事
業

に
69
億
円
を
は
じ
め
、
福
島
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構

想
関
連
は
施
設
整
備
等
補
助
金

と
基
盤
整
備
事
業
に
計
54
億
円

を
盛
り
込
む
。

部
隊
新
編
な
ど
に
伴
う
施
設

整
備
な
ど
に
は
３
９
２
３
億
円

を
要
求
。
施
設
に
は
Ａ
Ｉ
な
ど

を
活
用
し
た
技
術
も
導
入
す

る
。
駐
屯
地
警
備
の
リ
モ
ー
ト

監
視
シ
ス
テ
ム
に
は
１
８
０
億

円
を
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、自
衛
官
な
ど
の
生
活
・

勤
務
環
境
な
ど
の
改
善
に
も
取

り
組
む
。
宿
舎
へ
の
空
調
整
備

に
２
７
９
億
円
、
隊
舎
居
室
の

個
室
化
に
６
億
円
を
求
め
る
。

　

こ
の
ほ
か
宇
宙
領
域
の
防
衛

能
力
向
上
事
業
の
一
環
と
し

て
、
次
期
防
衛
通
信
衛
星
に
関

連
し
た
施
設
（
局
舎
）
の
整
備

に
関
す
る
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
盛
り
込
ん
だ
。
25
～
27
年

度
に
行
う
調
査
設
計
を
行
い
、

27
～
29
年
度
に
局
舎
を
整
備
す

る
予
定
だ
。
調
査
設
計
費
は
５

億
円
を
見
込
む
。

円
に
な
る
。

　

公
立
学
校
施
設
の
整
備
で

は
、
老
朽
化
対
策
に
よ
る
長
寿

命
化
や
、
特
別
支
援
学
校
の
整

備
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め

る
。
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱

化
で
は
、
非
構
造
部
材
の
耐
震

対
策
や
、
避
難
所
と
し
て
の
防

災
機
能
強
化
を
進
め
る
。ま
た
、

脱
炭
素
化
の
推
進
と
し
て
、
Ｚ

Ｅ
Ｂ
化
や
、
木
造
・
内
装
木
質

化
な
ど
で
木
材
利
用
を
促
進
す

る
。

　

国
立
大
学
・
高
等
専
門
学
校

な
ど
の
施
設
整
備
に
は
７
７
１

億
円
を
要
求
し
た
。
防
災
対
策

や
老
朽
化
対
策
を
は
じ
め
、
人

材
育
成
や
先
端
研
究
を
促
進
す

る
施
設
整
備
の
ほ
か
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ

化
推
進
の
た
め
の
先
導
モ
デ
ル

事
業
な
ど
を
行
う
。
さ
ら
に
、

地
域
社
会
や
産
業
界
、
他
大
学

な
ど
、
多
様
な
主
体
が
キ
ャ
ン

パ
ス
全
体
で
連
携
で
き
る
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
モ
ン
ズ
」

（
共
創
拠
点
）の
整
備
を
目
指
す
。

８
９
億
円
▽
水
産
基
盤
整
備
８

６
７
億
円
▽
海
岸
95
億
円
▽
農

産
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
９
０

５
億
円
―
と
し
た
。

　

治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、
能

登
半
島
地
震
で
得
ら
れ
た
教
訓

を
踏
ま
え
、
避
難
路
を
保
全
す

る
治
山
対
策
の
強
化
な
ど
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
。

　

水
産
基
盤
整
備
事
業
は
、
拠

点
漁
港
の
流
通
機
能
強
化
と
養

実
地
調
査
、
請
負
契
約
を
め
ぐ

る
紛
争
へ
の
助
言
な
ど
に
２
億

４
５
０
０
万
円
を
要
求
。
標
準

労
務
費
を
設
定
す
る
た
め
の
工

事
費
内
訳
調
査
・
分
析
事
業
に

７
０
０
０
万
円
を
要
求
し
た
。

殖
拠
点
整
備
に
よ
っ
て
水
産
業

の
成
長
産
業
化
を
推
進
。
Ｃ
Ｏ

２
排
出
抑
制
・
固
定
化
を
実
現

で
き
る
漁
港
・
漁
場
の
整
備
な

ど
に
も
力
を
入
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年

加
速
化
対
策
」
な
ど
の
経
費
は

予
算
額
を
示
さ
な
い
事
項
要
求

と
し
、
予
算
編
成
過
程
で
予
算

額
を
決
定
す
る
。

く
特
定
帰
還
居
住
区
域
整
備
事

業
に
６
２
０
億
円
を
要
望
し
て

い
る
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に

充
て
る
福
島
再
生
加
速
化
交
付

金
に
は
６
０
２
億
円
、
公
共
施

設
の
機
能
回
復
や
将
来
の
帰
還

に
向
け
た
荒
廃
抑
制
な
ど
に
充

当
す
る
福
島
生
活
環
境
整
備
・

帰
還
再
生
加
速
事
業
は
53
億
円

を
求
め
た
。
除
去
土
壌
等
適
正

管
理
・
原
状
回
復
等
に
は
１
５

９
億
円
、
放
射
性
物
質
汚
染
廃

棄
物
処
理
に
は
３
７
５
億
円
、

中
間
貯
蔵
関
連
事
業
に
は
１
０

４
５
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
要
望
す

る
。

　

創
造
的
復
興
に
は
２
４
０
億

円
を
措
置
す
る
意
向
だ
。
福
島

県
浪
江
町
に
施
設
を
建
設
す
る

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
（
Ｆ

―
Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
関
連
事
業
に
１
７

９
億
円
を
は
じ
め
、
福
島
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想

関
連
事
業
に
は
54
億
円
を
付
け

る
。

　

こ
の
ほ
か
、
産
業
・
生
業
の

再
生
に
向
け
た
施
策
で
、
避
難

指
示
解
除
区
域
な
ど
に
工
場
等

を
新
増
設
す
る
企
業
を
支
援
す

る
自
立
・
帰
還
支
援
雇
用
創
出

企
業
立
地
補
助
金
に
１
１
０
億

円
を
計
上
す
る
。
住
宅
再
建
・

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

で
は
、
国
営
追
悼
・
祈
念
施
設

整
備
事
業
に
41
億
円
、
原
子
力

災
害
被
災
地
域
の
自
治
体
が
作

成
し
た
計
画
に
基
づ
く
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
に
２
６
２

億
円
な
ど
を
求
め
る
方
針
。

８
２
５
０
億
円
を
要
求

農
林
水
産
省

農
林
水
産
省

半
導
体
関
連
へ
の
支
援
な
ど
要
求

経
済
産
業
省

経
済
産
業
省

既
存
施
設
更
新
に
３
２
５
５
億
円

防
衛
省

防
衛
省

公
立
校
施
設
整
備
に
２
０
４
８
億
円

文
部
科
学
省

文
部
科
学
省

復
興
特
別
会
計
に
２
４
７
０
億
円

環
境
省

環
境
省

前
年
度
比
１
４
９
億
を
増
額

復
興
庁

復
興
庁

棄
物
の
処
理
等
に
３
７
５
億
円

を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
す
る
考
え
。

　

住
宅
な
ど
建
築
物
の
環
境
性

能
向
上
を
目
指
す
施
策
で
は
、

建
築
物
等
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
・
省
Ｃ

Ｏ
２
化
普
及
促
進
に
１
０
０
億

円
、
業
務
用
建
築
物
の
脱
炭
素

改
修
加
速
化
事
業
に
２
６
６
億

円
な
ど
を
充
て
る
見
通
し
。

　

こ
の
ほ
か
、
先
進
的
な
資
源

循
環
投
資
促
進
事
業
は
事
項
要

求
。
新
規
で
民
間
企
業
等
に
よ

る
再
エ
ネ
の
導
入
お
よ
び
地
域

共
生
加
速
化
事
業
に
１
１
９
億

円
を
付
け
る
。
国
立
公
園
満
喫

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
国
立
公
園
の

保
護
と
利
用
推
進
・
国
民
公
園

の
魅
力
向
上
に
は
23
億
円
を
求

め
た
。

2025年度

概算要求・
重点要望特集

国 の
各省庁

国交省関係25年度概算要求総括表（国費）�（単位・百万円）

予算事項 要求額 前年度比

治 山 治 水 1,050,510 18.8%

道 路 整 備 1,992,081 19.2%

港湾空港鉄道等 467,620 15.8%

住宅都市環境整備 873,632 19.6%

公園水道廃棄物処理等 173,933 19.8%

社会資本整備総合交付金 608,930 20.2%

防災・安全交付金 1,040,491 19.5%

推 進 費 等 24,686 23.8%

災害復旧等 57,992 0.1%

公共事業関係費 6,289,875 18.9%

その他施設 81,234 42.6%

行 政 経 費 661,856 9.1%

合　計 7,032,965 18.1%

国土強靱化・半導体関連支援など重点投資国土強靱化・半導体関連支援など重点投資



１１

太
平
川
の
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

災
害
時
に
お
け
る
広
域
迂
回
の
イ
メ
ー
ジ

青
森
県
は
２
０
２
５
年
度
の
重

点
施
策
提
案
と
し
て
、「
青
森
県

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」
や
「
流

域
治
水
」
等
を
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
、「
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
５
か
年
加
速
化
対
策
」等
、

地
域
の
防
災
力
強
化
に
必
要
な
予

算
の
大
幅
な
増
額
、
そ
の
後
も
強

靱
化
を
進
め
る
た
め
の
国
土
強
靱

化
実
施
中
期
計
画
の
24
年
度
内
の

策
定
と
必
要
な
事
業
規
模
の
確

保
、
地
域
産
業
・
物
流
を
支
え
る

主
要
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
促
進
な
ど
新
規
提
案
３
件
、

修
正
を
含
め
た
継
続
提
案
８
件
の

計
11
件
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

県
で
は
、
災
害
時
に
人
命
を
守

る
こ
と
を
最
優
先
と
す
る
防
災
対

策
お
よ
び
危
機
管
理
体
制
の
強
化

な
ど
を
「
防
災
公
共
」
と
し
て
提

唱
・
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
県
の

管
理
河
川
で
の
流
域
治
水
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
策
定
と
取
り
組
み
の

実
施
。
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

化
と
産
業
・
交
流
を
支
え
る
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
積
極
的
な
整
備

を
進
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ

た
半
島
の
よ
う
な
地
形
で
あ
り
、

大
規
模
災
害
時
に
は
能
登
半
島
地

震
と
同
様
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
、
21
、
22
年
に
発
生

し
た
豪
雨
災
害
で
は
、
県
内
各
地

で
土
砂
災
害
や
河
川
の
氾
濫
が
発

生
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
▽
国
土
強

靱
化
実
施
中
期
計
画
の
早
期
策
定

▽
半
島
強
靱
化
を
推

進
す
る
た
め
の
支
援

制
度
拡
充
▽
地
域
産

業
・
物
流
・
交
流
を

支
え
る
主
要
幹
線
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

港
湾
施
設
の
整
備
を

推
進
す
る
た
め
、
必

要
な
整
備
予
算
の
確

保
や
整
備
の
促
進
、

重
点
的
な
支
援
を
行

う
こ
と
―
を
求
め
て

い
る
。

青
森
県

道

路

Ｎ

Ｗ

の

整

備

促

進

な

ど

岩
手
県

巨
大
地
震
・
津
波
へ
の
支
援
や
直
轄
事
業
の
推
進
な
ど

山
形
県

切

れ

目

な

い

強

靱

化

対

策

を

秋
田
県

大

雨

被

害

の

対

策

費

な

ど

宮
城
県

仙
台
東
道
路
の
早
期
事
業
化
な
ど
要
望

福
島
県

Ｆ
―
Ｒ
Ｅ
Ｉ
の
前
倒
し
整
備
な
ど

仙
台
市

卸
売
市
場
整
備
費
や
公
共
施
設
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
経
費
な
ど

秋
田
県
の
提
案
・
要
望
は
総
件

数
63
件
で
、
う
ち
新
規
事
項
は
４

件
。
新
規
は
昨
年
７
月
の
大
雨
被

害
な
ど
を
踏
ま
え
た
要
望
が
目

立
っ
た
。
防
災
・
減
災
対
策
と
被

災
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
な
ど
の
設
備
や
、
備
蓄
物

資
の
分
散
配
置
に
必
要
な
施
設
の

整
備
、
指
定
避
難
所
の
生
活
環
境

改
善
へ
の
財
政
支
援
充
実
な
ど
を

訴
え
た
。

　

継
続
要
望
事
項
の
う
ち
、
治
水

砂
防
関
連
で
は
、
河
川
激
甚
災
害

対
策
特
別
緊
急
事
業
に
採
択
さ
れ

た
太
平
川
を
は
じ
め
、
三
種
川
、

新
城
川
、
内
川
川
な
ど
の
予
算
拡

大
を
要
請
し
た
。
下
水
道
事
業
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
要
望
内
容
を

刷
新
。
局
地
的
豪
雨
や
都
市
化
の

進
展
に
伴
う
内
水
氾
濫
被
害
の
防

止
・
軽
減
に
向
け
た
対
策
、
下
水

道
施
設
の
耐
震
化
・
耐
水
化
に
関

す
る
予
算
確
保
が
必
要
と
し
た
ほ

か
、
秋
田
臨
海
処
理
セ
ン
タ
ー
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
拠
点
化
事
業
へ
の

予
算
確
保
と
支
援
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

水
産
業
関
連
の
要
望

は
、
八
峰
町
岩
館
漁
港

に
お
け
る
民
間
の
サ
ー

モ
ン
養
殖
構
想
に
応
じ

た
ハ
ー
ド
整
備
予
定
を

背
景
に
拡
充
。
消
波
施

設
の
延
伸
や
漁
港
な
ど

の
水
産
基
盤
整
備
へ
の

予
算
確
保
を
要
望
し
た
。

　

道
路
関
係
で
は
、
４

車
線
化
優
先
区
間
で
あ

る
秋
田
自
動
車
道
「
北

上
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
大
曲
Ｉ

Ｃ
」
に
つ
い
て
、
事
業

中
の
北
上
西
Ｉ
Ｃ
～
横

手
Ｉ
Ｃ
と
、
３
月
に
事

業
許
可
さ
れ
た
横
手
北

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
～
大
曲

Ｉ
Ｃ
間
の
整
備
促
進
、

残
る
北
上
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
北

上
西
Ｉ
Ｃ
間
の
早
期
事

業
化
な
ど
を
求
め
た
。

　

岩
手
県
は
東
日
本
大
震
災
津
波

等
か
ら
の
復
興
関
連
と
し
て
全
般

的
な
重
要
事
項
に
10
項
目
、
地
方

創
生
・
人
口
減
少
対
策
の
推
進
関

連
に
39
項
目
を
提
言
・
要
望
し
た
。

　

復
興
関
連
の
重
要
事
項
は
、
２

０
２
２
年
に
県
が
公
表
し
た
地

震
・
津
波
被
害
想
定
に
お
い
て
、

日
本
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
・
津

波
が
発
生
し
た
場
合
、
東
日
本
大

震
災
津
波
を
超
え
る
犠
牲
者
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
沿
岸
市
町
村
の

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
へ
の
財
政

支
援
の
拡
充
や
、
国
が
選
定
し
た

釜
石
市
沖
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
の
利
活

用
促
進
に
必
要
な
関
連
施
設
の
整

備
、
久
慈
港
の
海
洋
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
等
拠
点
港
湾

（
基
地
港
湾
）
の
指
定
に
向
け
た

支
援
、
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）の
実
現
な
ど
を
求
め
た
。

地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策
に

関
し
て
は
、
地
方
重
視
の
経
済
財

政
政
策
等
の
実
施
、
地
方
創
生
の

推
進
を
支
え
る
財
源
の
確
保
、
快

適
な
生
活
環
境
確
保
に
向
け
た
汚

水
処
理
施
設
整
備
の
推
進
、
半
導

体
関
連
産
業
振
興
へ
の
支
援
な
ど

を
挙
げ
た
。

こ
の
ほ
か
県
政
課
題
全
般
と
し

て
国
道
４
号
水
沢
東
バ
イ
パ
ス
、

水
沢
金
ケ
崎
道
路
、
金
ケ
崎
・
北

上
拡
幅
な
ど
、
国
道
46
号
盛
岡
西

バ
イ
パ
ス
の
２
車
線
区
間
の
早
期

４
車
線
化
、
一
関
遊
水
地
、
北
上

川
上
流
ダ
ム
再
生
、
八
幡
平
山
系

直
轄
火
山
砂
防
な
ど
の
直
轄
事
業

の
よ
り
一
層
の
推
進
。
ま
た
、
国

土
強
靱
化
地
域
計
画
を
推
進
す
る

財
源
の
確
保
、
広
域
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
に
向
け
た
支
援
、

学
校
施
設
の
耐
震
化
推
進
等
に
係

る
支
援
措
置
の
拡
充
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
対
策
の
推

進
、
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
の
全
線

高
規
格
化
お
よ
び
指
定
区
画
編
入

な
ど
56
項
目
を
提
言
・
要
望
し
て

い
る
。

　

山
形
県
は
、
次
年
度
に
お
け
る

国
の
施
策
な
ど
に
対
す
る
提
案
に

つ
い
て
、
Ｄ
Ｘ
を
主
体
と
す
る
生

産
性
向
上
や
次
世
代
を
担
う
人
材

の
育
成
・
確
保
な
ど
を
見
据
え
た

新
規
お
よ
び
一
部
新
規
を
含
む
37

項
目
、
計
62
項
目
の
施
策
を
盛
り

込
ん
だ
。

　

主
な
新
規
項
目
は
、
地
震
や
豪

雨
、
豪
雪
な
ど
近
年
の
災
害
の
教

訓
を
踏
ま
え
た
「
国
土
強
靱
化
実

施
中
期
計
画
」を
早
期
に
策
定
し
、

切
れ
目
な
い
防
災
減
災
・
強
靭
化

対
策
の
実
施
に
向
け
た
事
業
規
模

の
確
保
を
求
め
る
。
特
に
、
流
域

治
水
の
推
進
、
橋
や
上
下
水
道
の

耐
震
対
策
支
援
、
舗
装
損
傷
な
ど

雪
口
特
有
の
課
題
に
対
応
す
る
支

援
拡
充
を
望
む
。

道
路
整
備
で
は
、
縦
軸
に
比
べ

整
備
が
遅
れ
て
い
る
た
め
新
庄
酒

田
道
路
や
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道

路
な
ど
横
軸
の
整
備
推
進
と
、
国

道
48
号
や
１
２
１
号
の
脆
弱
箇
所

の
強
靭
化
に
向
け
た
検
討
を
国
と

県
で
連
携
し
て
加
速
さ
せ
て
い
く
。

拡
充
の
項
目
は
、
建
設
業
の
担

い
手
の
確
保
と
生
産
性
向
上
の
対

策
を
盛
り
込
ん
だ
。
中
小
建
設
業

者
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
積
極
的
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
比
較
的
小
規
模

な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
工
事
に
お
け
る
経
費
の

積
算
に
関
す
る
基
準
の
改
正
を
求

む
。
ま
た
、
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
の
週
休
２
日
制
へ
の
対
応
、

隣
接
県
と
の
著
し
い
地
域
差
の
緩

和
、全
国
統
一
化
も
訴
え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
公
立
学
校
施
設
・

設
備
整
備
に
必
要
な
財
源
確
保
と

廃
校
校
舎
等
の
解
体
に
対
す
る
財

政
支
援
の
充
実
、
津
波
防
災
対
策

へ
の
財
政
支
援
の
拡
充
、
Ｊ
Ｒ
米

坂
線
の
早
期
全
線
復
旧
も
求
め
て

い
る

福
島
県
は
、
第
２
期
復
興
・
創

生
期
間
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
２

０
２
５
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た

り
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
（
Ｆ

―
Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
の
施
設
整
備
や
特
定

帰
還
居
住
区
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
産
業
集
積
や
避
難
地
域
再
生

に
必
要
な
財
源
確
保
を
要
望
し
た
。

大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
、
富

岡
町
の
計
画
が
認
定
を
受
け
た
。

25
年
度
も
面
的
除
染
の
着
実
な
実

施
や
、
避
難
指
示
解
除
区
域
で
局

所
的
な
高
線
量
箇
所
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
除
染
を
要
望
し
て
い
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト

構
想
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
て

は
、
南
相
馬
市
に
整
備
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
活

用
推
進
を
重
点
項
目
と
し
た
。
特

に
空
の
移
動
革
命
と
し
て
研
究
開

発
が
進
む
「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」
に

つ
い
て
は
、
試
験
飛
行
拠
点
施
設

の
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
だ
と
強

調
し
て
い
る
。

　

道
路
事
業
で
は
、
復
興
の
加
速

化
に
欠
か
せ
な
い
浜
通
り
軸
の
強

化
策
と
し
て
、
常
磐
自
動
車
道
広

野
Ｉ
Ｃ
～
な
ら
は
Ｓ
Ｉ
Ｃ
間
な
ど

の
４
車
線
化
早
期
完
成
や
、
小
高

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
な
ど
を
要

望
。
さ
ら
に
国
道
６
号
勿
来
バ
イ

パ
ス
の
早
期
整
備
な
ど
も
求
め
た
。

創
造
的
復
興
の
中
核
拠

点
と
し
て
国
が
浪
江
町
に

整
備
す
る
Ｆ
―
Ｒ
Ｅ
Ｉ
に

関
し
て
は
、
約
16
・
９
㌶

の
敷
地
に
研
究
実
験
な
ど

延
べ
約
８
万
３
９
０
０
平

方
㍍
の
施
設
を
計
画
し
設

計
を
進
め
て
い
る
。
復
興

庁
設
置
期
間
の
30
年
度
末

ま
で
が
開
所
目
標
だ
が
、

可
能
な
限
り
前
倒
し
の
整

備
を
求
め
た
。

　

特
定
帰
還
居
住
区
域

は
、
帰
還
意
向
の
あ
る
全

て
の
住
民
の
た
め
、
国
が

除
染
や
営
農
再
開
支
援
な

ど
を
行
う
取
り
組
み
で
、

完
成
し
た
シ
ガ
ク
ラ
沢
砂
防
堰
堤

　

仙
台
市
は
、「
地
域
経
済
の
力

強
い
成
長
に
向
け
た
支
援
」「
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
支

援
」「
防
災
環
境
都
市
づ
く
り
に

向
け
た
支
援
」「
物
価
の
高
騰
等

に
よ
る
影
響
へ
の
支
援
」「
教
育
・

子
育
て
・
福
祉
環
境
の
充
実
に
向

け
た
支
援
」「
持
続
可
能
な
市
政

運
営
に
向
け
た
支
援
」
の
６
項
目

に
つ
い
て
財
政
支
援
を
要
望
し
て

い
る
。

　

主
な
重
点
施
策
は
、
今
年
４
月

に
稼
働
し
た
次
世
代
放
射
光
施
設

ナ
ノ
テ
ラ
ス
に
つ
い
て
、
運
用
の

安
定
化
や
利
用
促
進
に
必
要
な
経

費
を
要
望
。
築
50
年
が
経
過
し
た

中
央
卸
売
市
場
に
つ
い
て
は
施
設

の
整
備
費
や
物
流
業
界
の
２
０
２

４
年
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
場

内
事
業
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
十
分
な
財
政
措
置
が
必
要
と
し

て
い
る
。
再
整
備
に
関
し
て
は
基

本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、

水
産
物
部
約
２
万
３
４
０
０
平
方

㍍
、
青
果
部
約
３
万
２
９
０
０
平

方
㍍
で
検
討
中
。

　

道
路
整
備
支
援
で
は
国
道
4
号

バ
イ
パ
ス
や
幹
線
道
路
整
備
、
仙

台
西
道
路
を
早
期
に
重
要
物
流
道

路
に
指
定
し
機
能
強
化
の
上
、
特

殊
車
両
の
通
行
規
制
の
解
除
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、
国
道
48
号

の
事
前
通
行
規
制
区
間
解
除
に
向

け
た
対
策
を
求
め
て
い
る
。

公
共
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
推
進
で

は
「
脱
炭
素
化
推
進
事
業
債
」
の

期
間
延
長
や
対
象
事
業
に
断
熱
工

事
を
追
加
し
事
業
期
間
を
延
長
す

る
と
と
も
に
「
学
校
施
設
環
境
改

善
交
付
金
」
に
つ
い
て
も
断
熱
改

修
工
事
を
考
慮
し
上
限
額
の
見
直

し
を
要
望
し
た
。

宮
城
県
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
イ
ン
フ
ラ
復
旧
な
ど
ハ
ー
ド

面
の
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ
と

か
ら
、
経
済
・
産
業
基
盤
の
強
化
、

大
規
模
化
・
多
様
化
す
る
自
然
災

害
に
対
す
る
国
土
強
靱
化
の
取
り

組
み
も
重
要
と
位
置
付
け
た
。
重

点
要
望
は
19
項
目
で
、
震
災
関
連

は
７
項
目
だ
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
「
職
業
能
力
開
発
校

設
備
整
備
費
等
補
助
金
に
係
る
十

分
な
予
算
措
置
」
に
関
し
て
は
、

最
近
の
建
築
資
材
の
高
騰
等
も
踏

ま
え
た
充
分
な
予
算
措
置
を
要
望

し
た
。
県
内
に
５
校
あ
る
職
業
能

力
開
発
校
を
１
校
に
再
編
整
備
す

る
も
の
で
、
設
計
は
久
米
設
計
が

担
当
し
、
新
校
舎
の
建
設
工
事
は

建
築
が
橋
本
店
の
施
工
で
着
工
す

る
ほ
か
、
既
存
校
舎
の
改
修
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
開
校
は
２
０

２
８
年
４
月
を
目
指
し
て
い
る
。

　

国
土
強
靱
化
の
加
速
化
と
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
に
向
け
て
は
、
26

年
度
を
最
終
年
度
と
す
る
５
か
年

を
予
定
す
る
管
理
型
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
、
国
際
拠
点
港
湾
仙

台
塩
釜
港
の
整
備
、
社
会
福
祉
施

設
等
の
整
備
推
進
に
向
け
た
補
助

基
準
額
の
引
き
上
げ
な
ど
も
要
請

し
た
。

加
速
化
対
策
期
間
後
も
取
り
組

み
を
継
続
的
・
安
定
的
に
進
め

る
た
め
、
必
要
な
通
常
予
算
と

は
別
枠
で
確
保
す
る
よ
う
求
め

た
。

　

ま
た
近
年
の
豪
雨
災
害
の
激

甚
化
に
伴
い
ダ
ム
設
備
の
長
寿

命
化
対
策
や
砂
防
関
係
施
設
の

整
備
、
流
域
治
水
の
推
進
に
係

る
防
災
・
減
災
対
策
、
砂
防
関

係
施
設
の
整
備
推
進
の
取
り
組

み
に
対
す
る
十
分
な
予
算
の
確

保
を
要
望
し
た
。

　

防
災
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
推
進
な
ど
に
は
、
石
巻
新

庄
道
路
な
ら
び
に
仙
台
東
道
路

の
早
期
事
業
化
な
ど
28
件
に
つ

い
て
財
政
支
援
を
求
め
た
。

　

こ
の
ほ
か
24
年
度
か
ら
整
備

中
央
卸
売
市
場

令和６年７月豪雨で崩落した中島橋（庄内町）

東
北
６
県
重
点
要
望

東
北
６
県
重
点
要
望　　

自
然
災
害
へ
の
対
策
強
化
、
道
路
Ｎ
Ｗ
の
整
備
促
進
を
要
望

自
然
災
害
へ
の
対
策
強
化
、
道
路
Ｎ
Ｗ
の
整
備
促
進
を
要
望




